


































Konstantin O. SARKISOV, “Northern Territories Issue Recent History
and New Geopolitical Situation”，（２）熊 達雲「対中２１箇条要求の交
渉における有賀長雄について」，（３）堀越芳昭「国際会計基準・払戻可
能出資金の資本要件―その資本性と負債性の検討―」，（４）Wang Lian
Wei “Laisser−faire and Interferences of Government : On MILL’s thought










（４）の Wang 論文は，J. S.ミルの自由主義思想と政府干渉の制限に
関する研究論文です。
（５）の小林論文と（６）の吉川論文は，平成１９年度の山梨学院大学
スチューデント・オブ・ザ・イヤー賞学術賞を受賞した優秀な修士論文
をリライトしたものです。これら２論文は６万字以上の修士論文を２分
の１から３分の１まで圧縮して，書き直したものです。そういう意味で
は修士論文から独立した論文と言えます。
最後に本誌がわが国社会科学研究に寄与することとなり，山梨学院大
学大学院社会科学研究科における教育研究活動がなお一層発展すること
を願って刊行の辞に代えたいと思います。
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